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かかわり命中習自己騎生き方を考える授業うくり
一 主体的に学習に取り組む態度の育成を通して -






































































































































































































































吹 主な学習活動 評 価















3○ 新しい詩を選び,音読 ○ 読み取ったことが
する○ 伝わるように音読し
②児童について
学習課題に落ち着いて取り組み,自分の考えを
ノートに書いたり,発表したりする力が育ってい
る｡教師の問い かけに,すぐに反応する児童もい
るが,どちらかというと,教師の話を聞き,じっ
くり考えてから話す児童が多い｡
本単元では,詩の内容や作者の思い,昔読の仕
方について友達と話し合いながら,自分の考えを
深めたり,自分の思いや考えが伝わるように音読
したりする力を育てていきたい｡
③指導について
本単元で配慮したことが二つある｡
一つ目は,学習意欲を高めるための工夫である｡
音読する詩は,六つの中から好きな詩を選べるよ
うにし,学習の最後に発表会を設定した｡音読す
る詩を自分で選ぶという自己決定と発表会をする
という学習の見通しは,学ぶ意欲を高めると考え
る｡
二つ目は,詩の理解を深めたり,音読の力を高
めたりするための工夫である｡同じ詩を選んだ者
同士のグループで,詩の内容や作者の思い,音読
の仕方について話し合う場を設定した｡友達との
話し合いを通して,自分の考えを見直したり,新
たな考えを持ったりすることができると考える｡
また,4教時日に,前時までに学んだことを生か
す場として,新たな詩での発表会を設定した｡
(2)授業の実際
①第一次 (学習課題,学習の見通しを持っ)
a)授業の様子 (1教時日)
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1教時日は,児童が,詩の学習に興味を持ち,
音読の工夫を自分で考えることができるようにし
たいと考え,高田敏子 『水のこころ』を用いて,
詩の表現方法や音読の工夫を確認した｡以下は,
詩のイメージを問うたときの児童の様子である｡
Tl じゃあ,ちょっと,(近くの友達と)意見交流して
みて,考えたこと,はっきりしたことはありません
でしたか｡どんなふうに思いましたか｡
K 話してみて,水の心がわかった｡
M この詩を読んでみて,｢そーっと大切に｣というとこ
ろがあたたかく感じました｡
U ｢水のこころも,大切に｣ってところで,人もちや
んと生きて大切にされてるから,水もちゃんと大切に
包んであげようみたいな感じ｡
M 普段-･水はこう思っているんだよって伝えている
感じ｡
T2 伝えている感じ｡
A 人の心も,水の心も同じであたたかい.日と言いた
い｡
Yu最後の｢水のこころも人のこころも｣ってところで,
水と人は似ている存在だなって思った｡
Ya えっと,水の心も人の心も,似ているんだなって思
った｡
N この詩を読んで,人の心も,水の心も,人の心も大
事にしなきゃいけないんだなと思った｡
詩の印象をたずねたとき,児童は,詩の中の言
葉を具体的に示し了～のところが,～感じがする｣
という発言をしている｡(波線部)詩の言葉に着目
し,根拠を明らかにして,作者の思いに迫る素地
があった｡また,『水のこころ』の音読練習 (5分
間)では,何度も読む姿が見受けられた｡下記は
児童たちの振り返りである｡(下線部,引用者)
ただ何も考えずに読んだのと違うoその人の読み方
で,人それぞれちがつて,その人の世界などもわかって,
楽しかつた0人それぞれの読み方で,感じ方がちがうこ
とがわかりましたo
詩の読み方は,ないと思って,あまり気にしていなか
つたけど,読み方を工夫したら,いままで.感じなかつ
たことを感じられるようになったo読み方を遠くした
リ,おそくしたりすることによって,詩の感じ方がちが
本時の最後に,一人の児童が 『水のこころ』を
音読した｡音読が終わり,聞いていた児童に感想
を尋ねたが,反応がなかった｡ 聞いていないわけ
ではない｡だが,友達の音読について感想が言え
なかったのは,発表するのが恥ずかしい,どんな
感想を言えばいいのかわからないからだと考えた｡
②第二次 (詩を選び,友達と話し合いながら音読
練習し,発表会を行う｡)
a)授業の様子 (2教時日)
六つの詩を提示し,好きな詩を一つ選ぶように
指示した｡選んだ理由をプリントに書いた後,同
じ詩を選んだ児童でグループをつくり,詩の印象
について話す場を設けた｡児童たちの選択結果は,
以下のとおりである｡
･｢あいたくて｣ 工藤直子 (9人)
･｢水平線｣ 小泉周二 (1人)
･｢ぼく｣ 木村信子 (9人)
･｢未確認飛行物体｣ 入沢康夫 (5人)
･｢今日からはじまる｣ 高丸もと子 (4人)
詩を提示した後,児童は,集中して黙読し,一
つ一つの詩を吟味していた｡選んだ理由には,作
者の思い (主題)にせまる記述が多く,詩の内容
や作者の思いと向き合っていたといえる｡音読に
関する記述は少なかった｡
友達と話し合う活動では,｢読み方｣｢詩の内容｣
｢言葉の意味｣｢選んだ理由｣についての友達の考
えを聞いたり,どんな読み方がよいのか,作者は
何が言いたいのかについて話したりする場となっ
た｡友達との考えの違いや共通点を知ることにな
った｡
『りんご』のグループには,授業者が加わった｡
｢かかえきれない気持ち｣のとらえ方が,うれし
い気持ちとつらさやせつない気持ちに分かれると
考えたからだ｡だが,実際は,二つに分かれるの
ではなく,グループのだれもが,かかえきれない
気持ちがよくわからないという段階だった｡ その
ため了かかえきれない気持ちは何かを考えてみよ
う｡｣と投げかけた｡しばらくすると,自分が感じ
る詩のイメージを,物を抱えるような動作をしな
がら,友達に伝えようとする姿があった｡ 振り返
りには,｢その詩のことを一生懸命に考えると,そ
の詩がどんなことを伝えたいのかわかりました｡｣
とあり,友達に自分の考えを伝えるために,詩の
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内容や作者の思いと向き合うことができたことが
わかる｡
b)授業の様子 (3教時日)
指導計画では,3教時日に発表会をする予定だ
った｡ だが,児童の実態から,4教時日に新しい
詩を扱うより,2教時日に選んだ詩の音読を続け
たほうがよいと判断する｡予定を変更し,3教時
日は音読練習,4教時日に発表会とした｡
3教時日は,授業者が 『水のこころ』を3パタ
ーンの読み方で音読し,どのように工夫したのか
を記入した音読メモを配布した｡児童が音読の工
夫を考える具体的な手立てとなると考えたからで
ある｡
1パターン目は,工夫なし｡2パターン目は,
強弱｡3パターン目は,強弱に間を加えた音読で
あった｡児童は,｢1パターン目の音読は,読み方
が速くて気持ちが伝わらない｡ダッシュの部分が
うまく使えていない｡｣｢3パターン目は,ゆっく
り間があった｡｣と発言した｡その後,児童にも,
音読メモ用の詩のプリントを配り,個々に音読メ
モを書き,個人,グループの順で音読の練習を行
った｡以下は,児童の音読の様子である｡
Tl声に出して読んでみてください｡口々 にどうぞ｡
･Nが読み始める｡宇宙なんだ (笑)
nKo,Ka,Hが読み始める (小声)
(読み始まらないので,一斉に読むように指示する)
T2 せい-ので読んでみて｡鉛筆おいて｡
(児童,やっと読み始める｡)
BR,真剣｡繰り返し読む｡
dN,読む｡読みながら,ぼくの所を書き加え｡ぼく,
たとえば,この学校の中の,たった- ･と繰り
返し,読む｡ぼく,たったひとりにこだわる｡読
みながら,メモを書き直す｡
nM,K,メモを書き加える.
可Na,読んでメモを書く｡
T3 グルー プになるように指示する｡
Yが読み,聞いている子は拍手する｡
K ダッシュあるけど,あけてないの?
Y あけた,あけた｡
0(Rが読んだ後)優しい感じがする｡じゃあ,みんな
でいっせいに読んでみっか｡
(みんなで読む｡それぞれにまじめに読む｡)
1教時日の 『水のこころ』のときは,個々にす
ぐ詩を読み始められた｡だが,本時では,すぐに
読み始めなかった｡個々に読み始めてからも,育
読メモを書き加える姿が見受けられた｡
グループでの音読練習では,一人が音読したら,
拍手をするという姿が多く見受けられた｡互いの
音読を聞き合い,認め合う場になっていた｡唯一
『あいたくて』のグループ で了ダッシュあるけど,
あけてないの｡｣とい う指摘をしている｡音読の工
夫を意識しながら聞いていたことがわかった｡ま
た,『今日からはじまる』のグループは,前時の話
し合いがうまくいかず,音読できるか心配だと言
っていた｡だが,友達の音読に ｢優しい感じがす
る｡｣という感痕を述べたり,一緒に音読の練習を
したり,学習活動を順調に進めることができた｡
振り返りには,個々の音読の違いに関する記述
(13人),自分の音読に対する記述 (17人)があ
り,前時より,他者との違いを楽しむ子が増えて
いるものの,自分の音読-のこだわりが強かった｡
C)授業の様子 (4教時日)
4教時日の発表会では,授業が始まる前から音
読の練習をする姿が見受けられた｡個人練習の後,
グループの中から代表を選び,選ばれた代表が全
体の場で発表した｡以下は,発表者と感想を述べ
る児童の発言,授業者のかかわりの様子である｡
⑳N(聞き手の反応が多かった児童)
Tl どうでしたか｡
K ひとつひとつの言葉を大事にしてて,声の強弱がつ
いていてよかったです｡
T2 どこが一番強く聞こえましたか?
K ぼくってところが｡
Hんと,～のところをていねいに読んでいて,しっか
りと･.I(聞き取れず)
T3 どの言葉が心に届きましたか｡
H んと,たったたったひとりです｡
Y ぼくは,ぼくという宇宙なんだのところが声の高さ
がすごくよかったと思いました.
T4 本人は,どうですか｡
N ぼくも,ぼくという宇宙なんだのところは,強くし
ました｡
発表会で,発表者は,音読メモにそって,自分
の考えた音読の工夫を意識して発表すること,そ
して,聞き手に自分の音読の工夫をわかってもら
うことができた｡一方,聞き手は,発表者の音読
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の工夫を聞き取り,指摘することができた｡振り
返りの自己評価を見ると,◎にした児童が増え,
自分の音読に対する満足感が表れていた｡
3回目 4回目
◎ 11人 24人
○ 18人 4人
△ 1人 1人
無 0人 1人
振り返りの中に,｢他の詩を聞いていると,ど
れもいい詩に思えた｡｣｢それぞれの読み方が違っ
て,詩にもっと深く入り込めた感じがする｡｣｢も
っと詩を読みたい｡｣という記述があった｡詩-の
関心を高めていた｡
4 考察
｢主体的に学習に取り組む態度｣の育成,｢他者
とのかかわり｣の視点から実践結果を考察する｡
(1)｢主体的に学習に取り組む態度｣の育成
本実践で筆者がめざした主体的に学習に取り組
む姿が見受けられたのは,3教時日,4教時日であ
った｡ 3教時日の音読メモを書き,音読の練習を
する姿,4教時日の発表会前の音読練習の姿と発
表会で発表する姿である｡計画 ･実践におけるど
んな手立てが,｢主体的に学習に取り組む態度｣に
つながったのかについて考察する｡
先行研究を踏まえ,自己決定的環境の保障を意
識して単元計画を立てた｡本実践での自己決定的
環境とは,自分で音読する詩を選び,自分で音読
の工夫を考え,実行したことが当てはまる｡
しかし,授業の中に,自己決定的環境を取り入
れれば,児童は学習に主体的に取り組んだのかと
いえば,そうではない｡｢学ぶ方法｣と ｢個の学習
活動時間｣が必要であった｡
まず,｢学ぶ方法｣の必要性について考察する｡
児童は,音読する詩を選び,詩の内容や作者の思
いを考えることができた｡だが,どんなふうに工
夫すれば,作者や自分の思いを伝えられるのかと
いう音読の工夫の方法を十分に理解しているとは
言いがたかった｡ そこで,筆者は,範読と音読メ
モという手立てを考えた｡『水のこころ』を範読す
ることで,音読の工夫を具体的にイメージできる
ようにし,音読メモによって,音読の工夫のため
の手順｡方法が分かるようにした｡音読メモには,
次の二つの効果があったと考える｡一つは,詩の
内容や作者の思いを改めて自分で考えることにな
り,詩の理解を深めたこと｡もう一つは,個々に
音読の工夫を考えたことで,自分なりの読み方で
作者や自分の思いを伝えるという気持ちを強めた
ことである｡それが,自分の詩や音読-のこだわ
りとなって,音読を繰り返す児童の姿や授業後の
振り返りの記述に表れたと考える｡｢主体的に学習
に取り組む態度｣の育成には,自己決定的環境と
ともに,｢学ぶ方法｣の指導が必要である｡
次に,｢個の学習活動時間｣の必要性について考
察する｡3教時B,児童が,音読するよう指示が
あっても,すぐに音読を始められなかった｡それ
は,音読メモを十分に仕上げることができず,も
っと音読の工夫を考えたいという気持ちの表れだ
ったのではない かと考える｡｢どのように音読する
か｣ という自分の考えがなければ,音読に意欲的
に取り組むことはできない｡児童が ｢主体的に学
習に取り組む｣には,考えをまとめるための ｢個
の学習活動時間｣が必要である｡
最後に,｢課題の質｣の保障について考察する｡
本実践の ｢作者や自分の思いが伝わるように音読
しよう｣という学習課題は,児童にとって,取り
組みやすく,手ごたえのある課題であった｡まず,
児童は,詩の言葉に着目して作者の思いを考える
素地があった｡そのため,｢読み取った思いを音読
する｣ という課題を抵抗なく受け入れることがで
きたと考える｡次に,同じ言葉でも読み方次第で
感じが変わることを知り,実際に試したことで,
音読-の興味が高まったと考える｡そして,実際
にやってみると,思いが伝わるように音読するの
はできそうで,できないことがわかった｡よって,
何をしたらよい かわかるが,実際にやってみると
難しいという課題になり,それが,課題に取り組
む真剣さ,学習-の主体性につながったと考える｡
(2)｢主体的に学習に取り組む態度｣の育成と ｢他
者とのかかわり｣の関連について
(1)の考察より了主体的に学習に取り組む態度｣
の育成は,個の学びを充実させることがわかる｡
ここでは,個の学びの充実に｢他者とのかかわり｣
がどのように関連するのかについて考察する｡
4教時日の発表会では,授業前から音読練習を
する姿が見受けられた｡｢発表したい｣という気持
ちにあふれていた｡自分の発表を聞く他者がいる
という気持ちが,音読の発表に主体的に取り組ま
せたと考える｡聞き手を意識するからこそ,伝わ
るように読もうという気持ちが生まれ,自主的な
練習につながった｡ そして,発表会では,聞き手
に自分の工夫をわかってもらう喜びを感じ,学習
-の満足感を得ることができた｡
一方,聞き手となったときは,発表者の工夫を
聞き取り,指摘することができた｡それは,どこ
がどんなふうに工夫されているかを聞き取る力が
ついたといえる｡グループでの音読練習でも,請
の表現に合う工夫をしているかどうかを尋ねる発
言が出ている｡さらに,発表会後の振り返りから,
聞き手となった児童が詩-の関心を高めているこ
とが分かる｡友達の音読を聞くという学習活動が,
聞き手の興味｡関心の幅を広げたといえる｡
以上のことから,発表者側から考えると,発表
会という他者意識を持たせた学習活動は,聞いて
もらう喜び,活動-の満足感が得ることができ,
学習活動に主体的に取り組む態度につながる｡一
方,聞き手側から考えると,音読の工夫を聞き取
る力がつき,請-の関心を高め,個の興味関心の
幅を広げる｡1教時日は,友達の音読のどこがい
いのかを指摘できなかったことを考えると,聞き
手になったときの変化は大きい｡それは,前時ま
でに自分が選んだ詩の音読の工夫について主体的
に取り組んできた成果でもある｡｢他者とのかかわ
り｣は,学習活動-の主体性を高めるだけでなく,
音読の工夫を聞き取る力,請-の興味 ｡関心とい
う,個々の国語の力を伸ばすと考える｡
しかし,発表会や練習での音読の工夫の指摘が,
国語の表現力を高めるような内的対話のある ｢他
者とのかかわり｣であったかというと,そうは言
いがたい｡個々の力を高めるためには,例えば,
｢～のように読んでいるのでよかった｡～が大事
だと伝わった｡ だとすれば,自分の読み方はどう
だろう｡A君の音読が心に届いたのはなぜだろ
う｡｣という思考が必要であると考える｡本実践で
は,友達の発表を聞いたことで,友達のよさを自
分の音読にいかそう,自分の音読を見直そうとい
う気持ちを感じ取ることができなかった｡ 聞いて
いなかったわけではない｡では,なぜ,児童は,
友達の音読の工夫を自分の音読と結び付けて考え
られなかったのか｡友達の音読を聞くことが,個々
の表現力の高まりにつながらなかったのだろうか｡
筆者は,その理由を,聞き手としての ｢他者と
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かかわる必要感の欠如｣と考察する｡児童は,塞
表者として他者とかかわる必要感は感じていた｡
音読する詩を自己決定し,音読の工夫を考える学
習を通して,請-のこだわりが増すにつれ,発表
者として,｢みんなに聞いてほしい｣という意識が
高まっていった｡｢発表会｣という学習のゴー ルは,
自分の音読を発表する場,学習の成果を発表する
場となり,その思いは,聞き手となったときに,
発表者のがんばりやよさを認めるとい う意識につ
ながったと考える｡だが,自分と同じようにがん
ばる友達の音読を聞こうという意識だけは,個々
の力は高まっていかない｡聞き手として他者とか
かわる必要感を持っ,言い換えれば,自分の音読
にとっての他者とかかわる意義を理解しているこ
とが,個々の力を高める ｢他者とのかかわり｣を
生むために不可欠であると考える｡
先行研究で示した内的対話の例では,Dの質問
が,Hの考えを深めるきっかけになっている｡D
は,Hの発言と自分の見た現象が違い,課題を解
決するためには,質問せずにはいられなかった｡
自分にとっての他者とかかわる必要感を持ってい
る｡質問するという行為は,質問者と質問された
者の考えを深める重要な行為であり,質問するこ
とが他者とのかかわり,そのものである｡しかし,
本実践で,聞き手が発表者に質問するという姿を
見つけることができなかった｡ 唯一,グループで
の練習で,｢ダッシュで間をあけないのか｣という
指摘をした児童がいたのだが,指摘された児童の
｢あけた｡あけた｡｣という返事で終わっている｡
児童に,友達からの指摘が自分の音読をよくする
という実感があれば,もっと違う形でやりとりが
発展したのではない かと考える｡
本実践の発表会の ｢作者や自分の思いが伝わる
ように音読しよう｣という発表者に焦点化しため
あてや,音読の発表が終わった後の ｢どうでした
か｡｣という聞き手-の漠然とした問いかけから,
授業者である筆者自身も了聞き手として他者とか
かわる必要感を持たせる｣という意識が足りなか
ったことがわかる｡自分の音読にとっての他者と
かかわる意義を理解できるような手立てが足りな
かった｡ 例えば,最後の発表会の前に,ミニ発表
会を設定し,友達の音読の工夫を自分の音読に取
り入れられるようにすれば,聞き手として他者と
かかわる必要感を持つことができ,個々の表現力
の高まりにつながったのではない かと考える｡
最後に,一人だけ自己評価が低くなったA児に
ついて考察する｡振り返りには,｢自分の思いが伝
わらなかった気がする｣とあった｡ これは,何を
意味するのか｡A児の普段の学習態度から,自分
の力を出し切らなくても課題がこなせているとい
う印象を受けていた｡A児は,友達の音読を聞き,
自分の読みに足りないものを感じたのでなかった
かと解釈できる｡授業で,A児が自己評価を下げ
た理由を取り上げることも,学級全体の個々の力
を高めることにつながると考える｡
5 到達点と課題
(1)到達点
本研究での到達点は,次の3点が明らかになっ
たことである｡一点目は,｢学習に主体的に取り組
む態度｣の育成には,｢自己決定的環境｣と,それ
を支える ｢学ぶ方法 ･学習活動時間･課題の質｣
が必要であること｡二点目は｢他者とのかかわり｣
が ｢学習に主体的に取り組む態度｣につながり,
個に影響を与えること｡三点目は,個々の力を高
める ｢他者とのかかわり｣には,他者とかかわる
必要感が不可欠であることである｡
(2)課題
本研究では,個々の力を高める ｢他者とのかか
わり｣には,他者とかかわる必要感が不可欠であ
ることが明らかになった｡他者とかかわる必要感
は,他者とかかわることで自己の変容を自覚する
ような経験がもとになると考える｡｢友達の話を聞
いたらよくわかった｡｣｢みんなの力で,自分の疑
問や悩みが解決した｡｣というような経験である｡
また,他者とかかわる必要感は,授業だけでな
く,教育活動全体において培われる｡授業づくり
で単元構成を工夫すると同時に,日々 のくらしの
中で,児童が他者とかかわる必要感を得られるよ
うな教師の支援が必要である｡今後は,朝の会や
特別活動にも焦点を当て,他者とかかわる必要感
を持たせる教師の支援の在り方を探っていきたい｡
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